
（平成28年3月29日東地民）

秘匿（希望）情報の取扱いについて

秘匿情報とは

当事者が秘匿を希望する情報のうち，他方当事者や第三者に知られることによ

り，申出人やその親族等の生命又は身体に対して危害が加えられることが予想さ

れるなど，秘匿することにやむを得ない事由があると認められる情報をいう｡

eX.住所，電話番号》勤務先，子供の学校等

※第三者に対してのみ秘匿することを希望する場合には， 閲覧等制限制度による
｡

ことを検討する。

事件係での事務

壷ポイント

･提出書類に，最初から秘匿希望情報が記載されないような注意喚起

･担当部への情報の伝達

U

◎提出する書類等に秘匿希望情報が記載されていないか確認するように促

す｡

。秘匿希望情報が記載されている場合は，秘匿希望情報が記録に表れない

よう訂正等するように促す。

◎秘匿希望を記載した申出書を提出する場合は， 申出書に秘匿希望情報が

記載されていないことを確認して受け取る。秘匿希望情報が記載されてい

る場合は受け取らず，担当部に確認するよう促す。

U

◎秘匿希望があることや，連絡先の電話番号等を，専用の「引継ぎリスト」

（資料1）に記載し，記録表紙の前に挟んで担当部に引き継ぐ。
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受付段階で秘匿希望があった場合の対応

Ⅱ

担当部への情報の伝達



担当部での事務

壷ポイント

･担当裁判官（合議事件においては裁判体） との情報共有

･書記官室内での情報共有

U

秘匿希望の把握

く各部で検討＞

＊

☆検討の留意点

＞秘匿希望情報の内容・必要性について， 当事者からどのように情報を得る

か（申出書の要否， 申出書に記載する内容，疎明の程度）について，裁判官

と協議しておく。

【参考】資料2「秘匿の希望に関する申出害」

資料3 「秘匿情報提供メモ」

資料4 「事情聴取書（秘匿の申出） 」

資料5 「事情聴取書（秘匿情報） 」

＞秘匿の必要性については，後に閲覧申請の許否を検討する際に重要となる

ので，担当裁判官と認識を共通にしておく。

＞秘匿希望の申出がない場合でも，訴状審査において，秘匿すべき情報があ

るのではないかと考えられるときは，担当裁判官に相談した上で，裁判官の

指示があれば， 当事者に秘匿を希望するか確認することも考えられる。

ex・犯罪被害者やDV被害者が関係している損害賠償請求事件

＞秘匿希望の申出は，被告から出される場合も多いことに留意する。

＞執行や登記を予定している事件については，秘匿の内容によっては，執行

や登記の手続に支障が生じる可能性があることを， どの程度説明するか検討

しておく。

【参考】資料6 「秘匿を希望する当事者に教示する事項の例」
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秘匿情報の確定



＊秘匿情報を確定するための書類の管理

☆申出書，疎明資料， 申出のための事情聴取書も事件記録につづり込

む書類であることに留意する。

☆秘匿情報を特定するために秘匿情報が記載された書類（資料3及び

資料5等）は，事件記録につづり込む書類としては扱わない。

＊裁判体の判断の記録化

。秘匿情報の要否及び範囲は，担当裁判官が判断する。

＜各部で検討＞

☆検討の留意点

＞判断の結果の記録化の方法

情報共有の必要性から，秘匿とする判断結果は記録化しておく必要がある。

【参考】資料2 「秘匿の希望に関する申出書」

申出の一部につき秘匿とする場合は， 押印欄の下に範囲を付記する。

＞別途書面を作成する場合，書面中に秘匿情報が記載されないことが望ましい。

｡§・ 情報の共有

◎記録表紙に赤字で「秘匿情報あり」 と表示する。

◎ ｜ 1の｜ ｜に｢要注意情報あり」■をする。

。 ’ 恩| ‐ ｜の■欄に｢秘匿情報あり」 と｜ する。
◎秘匿情報が住所の場合, ’－－－|には当該住所を■しない。

の

’I
秘匿情報の記載が予想される書類

○当事者から提出される書類

eX.訴状，準備書面，耆証写し，委任状，証拠申出書，本人尋問等

の出頭カード，送達場所の届出書

。§・当事者への注意喚起
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記録上に不必要な秘匿情報が表れないようにするための捨置



◎書類が提出される度に，秘匿情報が表れていないか, マスキング

は済んでいるかについて， 当事者に確認する。

。$・担当書記官以外の職員との連携

く各部で検討＞

☆検討の留意点

＞担当書記官不在時にも適切に対応できるよう情報共有の在り方や当事者対応

における連携の在り方を検討しておく｡

例 ・ 部会で話題にする。

・ ロッカー前ミーティングで全員の前で説明してもらう。

・ 一覧表を作成して回覧する。

・ 担当者不在のときに， 窓口で書類を受領する際の手順を決めておく‘

○第三者から提出される書類

ex.送付嘱託に基づく送付文書,調査嘱託回答書，郵便送達報告書

÷嘱託先からの送付文書

く事件ごとに検討＞

☆検討の留意点

＞嘱託に基づく送付文書に秘匿情報が記載されている （可能性がある）場合，

危険性についての当事者への説明， 防止するための方策があるか等について，

裁判官と協議する。

例 ． 裁判官から， 当事者に， 秘匿情報が表れてしまう可能性について説明

した上で，嘱託の要否について検討してもらう。

・ 採用の段階で，秘匿情報を含まないように対象を制限することが可能

か，裁判官と協議する。

・ 調査嘱託においては，嘱託先に対し， 回答書に秘匿情報が表れないよ

う配慮を求めることも検討する。

．$・ 郵便送達報告書
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住所の秘匿を希望する当事者に対しては，

◎安易に特別送達はしない。

◎事件記録に表れても差し支えのない送達場所の届出を促す。

◎届け出るべき場所がない場合には，確実に連絡がとれる連絡先

を聴取し，裁判所で交付送達をする。

（聴取した連絡先を記載したメモは，事件記録につづり込むこと

を要しない書類として扱う。 ）

○裁判所が作成する書類

eX.裁判書，調書

裁判所において作成する書類については，裁判官と書記官が， 当該

事件において秘匿措置が取られた情報に関する認識を共通にし，秘匿

情報を記載する必要があるか否か，秘匿情報に代えて記載するのに適

当な文言はないかを検討・協議をして，秘匿情報が不必要に記載され

ることのないように留意する。

U

○事件記録の取扱い

秘匿情報が表れているとしても事件記録であることに変わりはない。

しかし，裁判所の意図に反して秘匿情報が流出することを防止する措

置をとることは有用であることから，次のとおり取り扱う。

◎秘匿情報が表れている書類を別つづりとし，曳き舟にする。

◎事件記録には， 閲覧制限がある場合と同様に，秘匿情報がある旨を

記載した書類及び秘匿情報をマスキングした書類をつづる。

【参考】資料7 「閲覧等制限・秘匿情報の表示」

○閲覧謄写申請への対応

く各部で検討＞

☆検討の留意点
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記録上に表れた秘匿情報の共有及び流出の防止



＞閲覧を拒む法的根拠はないことを前提に， どのような対応をするか，担当裁判

官を含めて検討する。

例 ． 請求対象に秘匿情報が含まれる場合には，書記官は，請求者に請求

の趣旨を確認し，必要な部分のみを請求するよう促す｡

． それでも請求対象に秘匿情報が含まれる場合には，請求者から請求

の目的・必要性を聴き取り，秘匿の必要性との関係で，拒絶処分をす

ることができるか担当裁判官と対応を協議する。

（拒絶処分をする場合，異議が出る可能性を想定して,担当裁判官と

の認識の共有が必要となる。 ）

【参考】以下の取扱例は，検討の際の参考である。

（27.4.30民一課長，総三課長事務連絡）

1 請求対象に秘匿情報が含まれる場合には，書記官は，請求者に請求の

趣旨を確認し，必要な部分のみを請求するよう促す。

2 それでも，請求対象に秘匿情報が含まれる場合には，

(1) 請求者に弁護士代理人が就いている場合は，代理人に秘匿措置の内

容及び理由を説明し，秘匿情報を請求者本人に開示しない旨の誓約書

を求めることを検討する。

（2） 本人による請求又は弁護士代理人が誓約書の提出に応じない場合は，

書記官は，請求者から請求の必要性・ 目的を聴取し， その内容（聴取

に応じなかった場合にはその旨及びその理由，誓約書提出に応じない

場合はその旨及びその理由を含む。 ）を書面化する。

（3） 書記官は，拒絶処分に対する異議の可能性を踏まえて，秘匿情報が

含まれる閲覧謄写請求があったことを，担当裁判官と共有する。

（4） 秘匿情報の閲覧謄写請求をすることが権利濫用であると認められな

い場合には,書記官は閲覧謄写を許可する。

（5） 秘匿情報の閲覧謄写請求をすることが権利濫用であると認められる
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場合には，書記官は権利濫用を理由とする拒絶処分をする。

【参考】資料8 「参考裁判例」

事件終局後の事務

壷ポイント

・ 情報の引継ぎ
｡

U

｡§・ 上訴裁判所への情報の引継ぎ

。次の事項を記載した事務連絡を作成して添付する。

・ 秘匿の判断がされていること。

。 事件記録上，秘匿情報が表れている場合は，該当する書類を別つづり

にしていること。

【参考】資料9 「事務連絡（秘匿情報について） 」

U

｡§･ 確定後の記録閲覧謄写申請への対応

◎秘匿情報がある場合には，元の係属部で閲覧謄写に対応する。

7

＄

上訴に伴う事務

エ

躍該吉後の取扱い



秘匿（希望）情報の取扱いについて
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閲覧等制限・秘匿情報の表示
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事務連絡（秘匿情報について）



資料1

秘匿希望事件引継ぎリスト

<参考＞
窓口提出分 I

◆確認事項◆

口訴状･当事者目録の記載

→秘匿情報が記載されていないか提出者に確認済み

口委任状･委任者の記載

→秘匿情報が記載されていないか提出者に確認済み

口書証

→秘匿情報が記載されていないか提出者に確認済み

（特に,診断書陳述害等）

口秘匿の可否については,担当裁判体の判断である旨

→提出者に伝達済み

◆本日持参していたが,秘匿処理不十分で持ち帰ったもの◆

口委任状

口書証→口全部

→口甲第 号証

□その他

◆秘匿処理不十分であるが,あえて本日提出したいとの

口委任状 希望があったもの◆

口書証→口全部

→口甲第 号証

□その他

＊□なお,提出書面は記録の一部となり↑閲覧可能範囲に

含まれる可能性がある旨伝達済み

◆その他◆

J

『

◆裁判所限りの連絡先等◆
■一一一一一ー一一ーーーー一一一ーーーーーーーーー一堂一一■■ーーｰ一一ーｰーーーーｰｰ■■ー■

i/ (付菱をｽﾃｰブﾗ留めする）

I1

」

I

郵送提出分

|,事鱒}薦擦惑露琴絡について◆
口代理人事務所に連絡するも，

→口本日中に引取りに来ず(不可･希望なし）

→口電話不通

◆秘匿処理不十分と思われる書面1気付じたもののみ)◆

口付簔貼付部分

口訴状記載の当事者目録

口委任状

口書証→口全部

一口甲第 号証

□その他

◆その他◆
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資料2

平成 年（ ）第 号

秘匿の希望に関する申出書

1 以下の情報について，秘匿することを希望します。

【秘匿を希望する情報】

（当てはまる□にチェックを入れてください。皇の申出書は事件記録につづられますので，具体的な

情報は記載しなし〕でくださu9－複数の事項をチェックされても構いません。 ）

口住所

口電話番号

口勤務先

□その他例：子どもの学校名
一■■‐‐‐ローーー■■ー＝ー■■ ■■ q■＝■■■■一一‐‐｡‐｡ー‐ーー■■ー■■ー■■＝ーーー｡ー一一一口■■■ ■■一一ー‐●‐●‐｡‐~｡■一一ー一一一一一＝■■■■一一一一‐‐‐一一◆｡■一一一□＝■■一一一ー‐q■‐‐‐‐ー■■■■■■■■ ■■■■ー

【書類の名称】

（あなたが，秘匿を希望する情報が記載されている書類を既に裁判所に提出している場合やこれから

提出する予定の書類があれば， その書類の名称を書いてください。 ）

＝q■q■q■1■ ロ■q■q■一一ー＝ーq■q■‐｡■‐‐一‐ーー一ー‐‐‐‐1■q■1■｡‐4■‐4■ 1■一一つ■､ ■■ー口一一q■‐一ｰ■口一一口一一■■q■q■○4■‐4■q■ Ⅱ■●一一一口一一一ーー‐ロー－口一一一.■一色一●●‐一一I■‐q■1■‐1■4■‐4■｡'■｡一q■

の

一口＝‐Ⅱ■≠ー寺一q■ q■q■q■‐q■ー‐C~q■‐q■q■一‐‐‐凸q■ 1■ー‐‐卓＝ーーq■‐‐q■｡‐‐‐ー｡q■‐ー‐■■‐q■‐q■‐｡■‐q■ ﾛ■○画●‐q■‐1■‐q■｡■＝｡■｡■■一一‐一・一‐‐‐‐‐‐q■‐‐ー一q■4■‐｡■ロー‐｡■‐‐‐‐‐‐‐q■q■｡■

2 1の情報について，秘匿を希望する理由は，以下のとおりです。

◎具体的な理由・事情を記載してください。

一一ーー＝Ⅱ■ーーq■ーq■ーI■一一‐‐ーーー■■ーq■ ■■■■－1■一1■‐q■一○今I■q■一q■‐一一‐q■‐幸一q■‐｡■‐‐＝Ⅱ■■■d■■■ I■‐~4■ 4■｡Ⅱ■一I■ー1■ー‐口4■ 4■●‐1■一一一■■■■＝ーq■■■ーq■一一q■‐口｡■‐4■七一今一一q■ I■

。■‐‐宇一q■ 4■ー‐q■｡■一一‐‐ーローー‐q■‐‐‐一画■b●‐わー‐q■q■‐q■q■ I■一口－1■＝ー匂一q■q■■■q■q■‐‐‐一色一一一■q■ 1■‐q■‐●画ローローー1■q■ U■‐q■‐■q■一■■q■ヰーーロロー‐口－－1■■h‐■＝4■ I■ 1■色‐■■‐qわ

● ①

つ寺q■‐‐q■4■q■ーq■‐‐ローーヰ一一一一一口－－つ｡q■‐ー＝‐‐‐ﾛ■ 1■‐｡｡●●｡‐q■q■‐q■q■‐｡■‐ー‐一一ー一一q■ー‐‐4■■bっ｡●‐ｰ1■＝q■q■ q■ d■｡■q■q■ー一一■■‐ロー■､ーq■ーq■q■‐‐｡■4■■P②｡q■ I■一口－－画q■q■‐4■‐‐

■ロー‐‐q■d■ 1■q■‐4■一一q■一q■一一‐‐一一一＝｡■■ー‐1■q■ ｡■‐4■ d■ q■ 1■●1■‐ロつ‐‐ー‐■q■4■‐｡■一一.■■■一ーー■■q■q■‐q■ l■●1■一口q■‐1■｡■q■q■‐－4■一＝－つ一－一一‐‐ｰ‐‐｡■‐｡■つ一‐‐‐一‐■■一口ｰ1■‐‐｡
･

‐4■‐‐＝一■‐ー■■一一q■‐｡■一一■■q■‐■■■■一一一一つ1■‐ﾛ■一由－1■ Ⅱ■ーー守口－1■｡②｡■一一＝‐ーー■■‐‐‐q■■q■一口一回－口－1■‐q■‐ﾛ■。‐ー■､一一ー‐‐‐‐｡■‐q■｡■q■｡■－－q■■pｰー‐●ー‐■､ q■q■｡■－4■4■ l■一‐
岬

･

ー｡‐■bーロー‐‐ーq■4■ーローq■‐‐■hー｡一｡＝－0■‐ー■q■ 4■q■ 4■q■q■｡■■＝‐●ｰ‐わ■､‐q■‐q■｡■一｡■一‐ーー一-一q■q■ q■q■｡●･一÷‐■D q■ q■4■q■■1■4■q■｡■ー申一口q■‐‐一q■ U■■｡■一一q■q■‐■b＝‐Ⅱ■＝一つーー‐■p q■ q

■D q■。■ I■‐。■‐‐。■｡｡一一q■‐q■｡｡■■､‐一一q■‐q■｡■＝4■ q■q■●｡■､ロ●●●‐1■q■q■q■｡－.■‐ー‐一つq■■ら q■q■‐q■｡■‐一○●●1■‐4■q■‐●‐●●つ‐‐＝■q■‐‐q■q■｡■‐q■｡‐一一・‐‐‐-4■ d■q■q■ q■■P 4■｡■｡■幸一一

平成 年 月 日

氏 名 一一.…….…一.…..……_一………一._________印

秘匿 否

裁
判
長



資料3※この書類は記録につづらない。

平成 年（ ）第 号

秘匿情報提供メモ

※この書類は訴訟記録につづらず，裁判所において，あなたの秘匿情報を特定するた

めにのみ利用します。
一 一

「秘匿の希望に関する申出書」の1の□にチェックした項目の具体的な内容を記載して

ください。

【秘匿を希望する情報】

口住所
つ‐ｰq■ー‐ロー口争■■ q■‐‐一一｡q■＝4■4■d■‐｡■d■1■‐■0 1■｡■q■‐q■4■ 4■ 1■ーq■＝q■q■‐q■q■一一‐‐｡■‐‐‐q■‐■､‐●‐一一‐｡‐l■ー‐‐1■｡■q■｡■一一ロー‐一一ーローロー一‐｡■4■‐1■缶4■ q■q■‐‐‐●■､ウ1■今｡÷一■け。q

口電話番号
‐ﾛ■ー‐一色ロQｰ｡ーq■ー■■一＝‐｡■一‐｡■4■q■■‐q■‐｡■ I■q■4■‐‐■‐ローーーー■■ー＝ローローq■ーー一一‐ー一画一一｡■■■‐●4■一－1■■､‐4■｡■‐‐q■一｡■ー4■ーq■一q■‐＝q■‐q■4■q■ 1■4■ 1■‐q■‐ーーｰ今＝ー｡■B一一‐＝m－－q

n ﾌｧｸｼﾐﾘ番号
一q■q■‐q■■■ーー一一‐■p q■‐q■●一一つ｡d■‐d■＝｡｡‐｡一‐｡■‐‐l■4■4■｡■‐一一q■－－ーq■q■‐‐q■一一■■■■‐‐1■‐つ■■‐ロq■｡｡｡‐ﾛ■‐一口ロー‐－－ー一｡■一‐｡｡一｡■一｡■一q■q■1■‐1■毎4■ q■ 4■ーI■‐‐‐画｡~ｰｰローロー‐‐一

口勤務先
ロﾛ■一ー‐一－－‐一口‐｡‐‐ﾛ■q■ ﾛ■ー‐4■1■■缶q■■｡■■■ q■ I■q■4■‐1■ U■q■q■ーq■一一ロー‐■■ロー＝‐＝ー■■‐q■‐勺Ⅱ■‐つロつd■‐の｡‐■。■■■■‐q■＝。■ー‐■■■■q■＝q■一q■q■‐。■‐‐q■q■ ■■‐I■一一‐一画一一一q■

□その他
■D今一口一■b‐‐一｡■一｡■ー｡‐｡■‐‐一一q■4■ q■｡■一一一q■■q■｡■q■1■q■1■‐ｰー‐q■‐■ロー‐‐ー‐ーq■‐ーq■‐わ4■‐q■＝●ーつ■､ 。■一口ー一一．■一一■■■■ー。■一■■幸■■d■■■‐■■－4■一口一一q■q■q■1■ー■■q■q■‐q■■

単一＝■■一一一一一一ー＝一一一一口一一｡｡＝｡｡｡‐‐■D一回ロー‐q■‐●一一一‐‐‐ー‐一一-一－一‐‐ー●‐‐ーq■~ーd■ー■■ q■ ■■ ■■ーq■ ■■＝＝■■ー■■ー■■ ■■■■－－－－－■■ーロー■■ ■■‐‐4■‐q■‐‐ー‐■‐一一‐一一一ｰ一一-一ーq■

平成 年 月 日

印
■-＝‐＝■■一一一一■■■■■－－ロー■■‐■■－－－■■－－■■＝■■一ローーーーーロ■－－－q■ ロ■一一q■－－つー‐ー‐＝一一一ローローローー■

氏 名



資料4

平成○○年（ ）第○○○○号

事情聴取書（秘匿の申出）口口頭口電話

民事第 部裁判所書記官○○○○印

平成○年○月○日午前。午後○時○○分

○○○○

聴取の要旨

聴取者

聴取日時

聴取の相手方

相手方

私は， 下記2の理由により，

されることを希望します。

頭書事件の一件記録について， 下記1の事項が秘匿

記

1 秘匿を希望する事項

口住所 口電話番号

□その他（

勤務先□

）

2 秘匿を希望する理由

※秘匿を希望する情報を特定するため，秘匿を希望する情報そのものを記載する必要がある

場合は， 「事情聴取書（秘匿情報)」 （資料5）にその情報を記載する。三の書類には，絶対

に秘匿を希望する情報そのものを記載しナ

※ 2に記載した理由を裏付ける資料がある場合は，提出を促す。



※この書類は記録につづらない 資料5

平成○○年（ ）第○○○○号

事情聴取書（秘匿情報）口口頭口電話

聴取 者：民事第 部裁判所書記官○○○○印

聴取日時：平成○年○月○日午前・午後○時○○分

聴取の相手方：○○○○

聴取の要旨

相手方

平成○年○月○日付け事情聴取書（秘匿の申出）により秘匿を希望する事項の詳

細は次のとおりです。

口住所

口電話番号

口勤務先

□その他（ ）

※この書類は，記録中のどの情報について秘匿措置をとるべきかを裁判所が把握するために，

必要最小限の範囲で作成する。



資料6

秘匿を希望する当事者に教示する事項の例

○裁判所が秘匿措置をとる際には，秘匿希望当事者の情報秘匿の希望のほかに，

裁判する裁判官（合議事件においては裁判体）の，秘匿すべきであるという判

断が必要になること。

○民事訴訟事件において，相手方当事者には事件記録の閲覧謄写請求権が認め

られているほか，提出書類の中には相手方当事者に送付又は交付されるものも

あること。

○情報の秘匿を希望する場合には，提出書類に秘匿を希望する情報が記載され

ることのないように，秘匿希望当事者において，秘匿を希望する情報が提出書

類に記載されていないかを確認し，記載されている場合には当該箇所をマスキ

ング（黒塗り）するなどした上で裁判所に書類を提出する必要があること。

○秘匿措置をとっても，秘匿情報が事件記録上表れることを避けられない場合

があること。

（例送付嘱託等で，第三者から提出された書類に秘匿情報が記載されてい

た場合）

○送達場所の届出がされず，聴取した連絡先でも連絡が取れなくなった場合に

は，公示送達の手続がとられるおそれがあること6

○事件類型（登記関係，執行関係等）によっては，秘匿措置をとることにより，

執行上の不都合が生じるなど，訴訟以外の他の手続において不利益を被るおそ

れがあること。



資料7

閲覧等制限‘秘匿情報の表示
ここにつづられるべき

口原告被告の平成 年 月 日付け準備書面

第口甲 乙 号証 については

□

に ≦第三者の閲覧等制限①
口申立てがあったため

口決定があったため

口同文書を事件記録から取り外してあります。

に: 限部分｜口同文書を事件記録から取り外し，

同文書の写しを事件記録につづってあります。

を抹消した

東京地方裁判所民事第

裁判所書記官

部

(注）該当する事項の□にしを付する。



資料8

参考裁判例

平成20年6月24日最高裁第二小法廷決定平成20年（し）第30号（刑集第62巻6

号1842ページ）

本件は，保管記録に係る刑事確定訴訟の被告人であった申立人からの当該記録の閲覧請求

であるが，訴訟関係人のする刑事確定訴訟記録法に基づく保管記録の閲覧請求であっても，

それが権利の濫用に当たる場合には許されないものというべきである。そして， 同法6条の

規定に照らすと， 関係人の名誉又は生活の平穏を害する行為をする目的でされた閲覧請求は，

権利の濫用として許されないと解するのが相当である。

本件保管記録に係る刑事訴訟事件の内容， 申立人が本件閲覧請求をするに至った経緯等

原審の認定した事実関係にかんがみると， 関係者の身上,経歴等プライバシーに関する部

分についての閲覧請求は， 当該関係者の名誉又は生活の平穏を害する行為をする目的でさ

れたと認められる相当の理由があるものであるから，権利の濫用として許されないという

べきである。
一

※刑事訴訟法第53条第1項

何人も，被告事件の終結後，訴訟記録を閲覧することができる。但し，訴訟記

録の保存又は裁判所若しくは検察庁の事務に支障のあるときは， この限りでない。

※刑事確定訴訟記録法第4条

保管検察官は，請求があったときは，保管記録（刑事訴訟法第53条第1項の訴

訟記録に限る。次項において同じ。 ）を閲覧させなければならない。ただし， 同条

第1項ただし書に規定する事由がある場合は， この限りでない。



資料9

平成 年 月 日

○○○○裁判所裁判所書記官殿

東京地方裁判所第○民事部

裁判所書記官○○

電話 FAX

○ ○

事務連絡（秘匿情報について）

事件番号平成 年（ ）第 号

原 告 ○○○○

被 告 ○○○○

上記事件については， ○○から情報秘匿の希望があり，秘匿の措置により下記の

とおりの処理がされておりますので，御配慮ください。

記

口事件記録上，秘匿情報は表れていない。

口事件記録につづるべき書類のうち，秘匿情報が表れた書類は別つづりとして

おり，事件記録には，マスキング処理をした写しをつづっている。

□


